
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
固体無機被覆材料で被覆された過炭酸ナトリウム粒子において、被覆材料は、炭酸ナトリ
ウムと塩化ナトリウムからなる混合物、及び更に、ポリリン酸ナトリウム、ポリカルボン
酸ナトリウム、ケイ酸ナトリウム、ホスホン酸及びそれらの塩及び硫酸マグネシウムの群
から選択される助剤を含有することを特徴とする、被覆された過炭酸ナトリウム粒子。
【請求項２】
固体無機被覆材料で被覆された過炭酸ナトリウム粒子の製法において、過炭酸ナトリウム
粒子を、被覆材料の成分の水溶液又は懸濁液である水性被覆剤で処理し、かつ水性被覆剤
で処理した粒子を乾燥させることにより、過炭酸ナトリウム粒子を、炭酸ナトリウムと塩
化ナトリウムからなる混合物、及び更に、

助剤を含有する被覆材料で被覆することを特徴とする、被覆された過炭酸ナトリウ
ム粒子の製法。
【請求項３】
被覆剤は、少なくとも２０重量％の固体含有率を有する、請求項２記載の方法。
【請求項４】
水性被覆剤で処理した粒子を、１．５重量％より少ない残留含水率まで乾燥させる、請求
項２又は３記載の方法。
【請求項５】
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ポリリン酸ナトリウム、ポリカルボン酸ナトリ
ウム、ケイ酸ナトリウム、ホスホン酸及びそれらの塩及び硫酸マグネシウムの群から選択
される



過炭酸ナトリウム粒子を水性被覆剤で処理する際に、被覆された粒子の全重量に対して被
覆材料を少なくとも１重量％有する粒子の被覆が得られるような量の水性被覆剤を、過炭
酸ナトリウム粒子上に塗布する、請求項２から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
炭酸ナトリウムと塩化ナトリウムからなる混合物は、被覆材料の少なくとも８０重量％で
ある、請求項２から５までのいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
炭酸ナトリウムと塩化ナトリウムからなる混合物中、炭酸ナトリウム対塩化ナトリウムの
重量比が１：５～３：１である、請求項２から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
被覆材料は、炭酸ナトリウムと塩化ナトリウムからなる混合物を少なくとも８０重量％、
及び 助剤を多くとも２０重量％まで含有する、請求項２から７までのいずれか１項記
載の方法。
【請求項９】
水性被覆剤は、塩析に十分な量の塩化ナトリウム及び過炭酸ナトリウムの製造の際に慣例
の助剤の存在下で、炭酸ナトリウムの水溶液又は懸濁液と、過酸化水素溶液とを反応させ
ることによる、過炭酸ナトリウムの製造の際に得られる母液からなる、請求項２から８ま
でのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
母液は、多くとも２重量％までの活性酸素を含有する、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
水性被覆剤中、母液に、炭酸ナトリウム及び必要に応じて過炭酸ナトリウム製造の際に慣
例の助剤を添加することにより、少なくとも２０重量％の固体含有率に調節する、請求項
９又は１０記載の方法。
【請求項１２】
水性被覆剤として、その組成が、過炭酸ナトリウムの製造のために使用可能な塩化ナトリ
ウム及び過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤を含有する炭酸ナトリウム水性懸濁液に
相当する、被覆材料含有懸濁液を使用する、請求項２から１１までのいずれか１項記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、無機被覆材料での被覆による過炭酸ナトリウムの安定化に関する。
【０００２】
【従来の技術】
過炭酸ナトリウムは、粉末形の洗剤、漂白剤及び洗浄剤中の漂白成分として使用される。
これは、過酸化水素の良好な水溶性並びに迅速な遊離により優れ、かつ環境にやさしく、
それゆえに、その分解生成物は環境を汚染しない。
【０００３】
過炭酸ナトリウムの欠点は、慣例の洗剤成分の存在下での、その比較的僅かな貯蔵安定性
である。従って、過炭酸ナトリウムの安定化を、安定化添加物により、かつ／又は安定化
層での過炭酸ナトリウム粒子の被覆により改良するために、多くの措置が提案されている
。ドイツ国特許（ＤＥ）第２６２２６１０号明細書中には、例えば、硫酸ナトリウム、炭
酸ナトリウム及びケイ酸ナトリウムからなる無機被覆材料での被覆が提案されている。ド
イツ国特許（ＤＥ）第２８００９１６号明細書及び同第３３２１０８２号明細書中には、
ホウ素化合物含有材料での被覆が提案されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、粉末洗剤中におけるその貯蔵安定性を高める、過炭酸ナトリウム用の被
覆材料を提供し、かつ過炭酸ナトリウム粒子の安定化被覆のための、環境にやさしい方法
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を開発することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
さて、過炭酸ナトリウムの安定化は、塩化ナトリウム及び炭酸ナトリウムを含有する被覆
材料を用いて、殊に有利に達成されることが分かった。
【０００６】
従って、本発明の目的は、その被覆材料が、炭酸ナトリウムと塩化ナトリウムからなる混
合物及び場合により更に、過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤、例えば結晶化助剤及
び／又は安定化剤を含有することを特徴とする、固体無機被覆材料で被覆された過炭酸ナ
トリウム粒子である。
【０００７】
更に、本発明の目的は、炭酸ナトリウム粒子を、被覆材料の成分の水溶液又は懸濁液であ
る水性被覆剤で処理し、かつ水性被覆剤で処理した粒子を乾燥させるようにして、被覆材
料で被覆することを特徴とする、このようにして被覆された炭酸ナトリウム粒子の製法で
ある。
【０００８】
過炭酸ナトリウムとしては、自体公知の方法により、炭酸ナトリウムと過酸化水素との反
応により製造された過炭酸ナトリウムを使用することができる。従って、本発明により処
理すべき過炭酸ナトリウムの製造は、技術水準で自体公知の方法により、ソーダ（Ｎａ２

ＣＯ３ ）と過酸化水素水溶液との反応により行なうことができる。例えば、過炭酸ナトリ
ウムの慣例の製法は、過酸化水素溶液と炭酸ナトリウム溶液又は－懸濁液を、場合により
、形成された過炭酸ナトリウムの塩析に十分な量の食塩の添加下で反応させ、かつ晶出し
た過炭酸ナトリウムを母液から分離し、かつ乾燥させることよりなる。過炭酸ナトリウム
を製造するためには、一般的に、濃縮した過酸化水素溶液、及びソーダを飽和濃度以上の
量で含有する濃縮したソーダ水溶液もしくは－懸濁液が適当である。約２００～２５０ｇ
／ｌの範囲のソーダ濃度は、殊に適当である。ソーダとＨ２ Ｏ２ からの反応混合物に、過
炭酸ナトリウムの製造において慣例の助剤、例えば結晶化助剤及び／又は安定剤を加える
こともできる。炭酸ナトリウム製造の際の慣例の添加剤の例は、次のものである；ポリリ
ン酸ナトリウム、例えばヘキサメタリン酸ナトリウム、ケイ酸ナトリウム、例えば水ガラ
ス、ポリカルボン酸ナトリウム、ホスホン酸、例えば１－ヒドロキシエタン－１，１－ジ
ホスホン酸及びそれらの塩、及び硫酸マグネシウム。適当な添加物を含有するソーダ水溶
液もしくは－懸濁液と、過酸化水素溶液との反応により過炭酸ナトリウムを製造し、形成
された過炭酸ナトリウムを晶出させ、晶出物を母液から分離し、及び引き続き晶出物を乾
燥させる方法は、例えばドイツ国（ＤＥ）第２３２８８０３号明細書及び同第２６２２４
５８号明細書中に記載されている。顆粒化した過炭酸ナトリウム粒子は、従来の噴霧乾燥
法により製造することもできる。この際、一般的に、先ず、ソーダを含有する溶液を、過
酸化水素溶液及び場合による更なる添加物と一緒にして、反応混合物にし、かつ次いで、
これを噴霧乾燥機に供給する。更に、同様に公知の方法は、ソーダ含有溶液と過酸化水素
溶液との混合物を、流動層乾燥機中で、装入した過炭酸ナトリウム核上にスプレーする、
いわゆる噴霧顆粒化（流動層噴霧乾燥）である。例えば、東独特許（ＤＤ）第２８２８１
３号明細書中に記載されているような強力混合装置中で、固体炭酸ナトリウムと、濃縮し
た過酸化水素溶液とを反応させるによっても、過炭酸ナトリウムを、自体公知の方法で得
ることができる。
【０００９】
本発明により記載した過炭酸ナトリウム粒子は、被覆材料を、被覆された粒子の全重量に
対して、一般的に少なくとも１重量％、特に２～１２重量％含有する。被覆された粒子の
全重量に対して、被覆材料を３～７重量％有する被覆は、殊に有利なものとして認められ
る。
【００１０】
本発明の被覆材料の主要成分は、炭酸ナトリウムと塩化ナトリウムからなる混合物である
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。この混合物は、有利には、被覆材料の少なくとも８０重量％になる。塩化ナトリウムは
、被覆材料の加工特性にとって重要な成分である。炭酸ナトリウム／塩化ナトリウムの混
合物において、炭酸トリウム対塩化ナトリウムの重量比は、有利には、１：５～３：１、
特に１：４～２：１であり、炭酸ナトリウム／塩化ナトリウムの混合物において、１：２
～２：１の重量比が殊に有利である。
【００１１】
場合により、被覆材料は、炭酸ナトリウム及び塩化ナトリウムからなる混合物の他に、更
に、過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤を含有していてもよい。このような助剤の割
合は、全被覆材料に対して、多くとも２０重量％であるのがよい。これは、助剤の割合が
、被覆材料の０～２０重量％でありうることを意味している。本発明による被覆材料中に
存在していてよい、過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤には、例えば、次のものが挙
げられる：ポリリン酸ナトリウム、殊にヘキサメタリン酸ナトリウム（これらは、例えば
被覆材料に対して０～１０重量％の量で存在していてよい）；ポリカルボン酸ナトリウム
、殊に２５００～１０００００の範囲の分子量を有する、アクリル酸ポリマー、例えばア
クリル酸ホモポリマー又はアクリル酸／マレイン酸コポリマーのナトリウム塩、殊にポリ
アクリル酸ナトリウム（これらは、被覆材料に対して０～１０重量％の量で存在していて
よい）；ケイ酸ナトリウム、特に３．５：１～２：１のＳｉＯ２ ：Ｎａ２ Ｏの比を有する
水ガラス（これは、被覆材料に対して０～２０重量％の量で存在していてよい）；ホスホ
ン酸、殊に、場合によりヒドロキシにより置換された低級アルカンモノ－又はジホスホン
酸、例えば１－ヒドロキシエタン－１、１－ジホスホン酸、又はそれらの塩（これは、例
えば被覆材料に対して０～５重量％の量で存在していてよい）；及び水溶性マグネシウム
塩、殊に硫酸マグネシウム（これは、被覆材料に対して０～１０重量％の量で存在してい
てよい）。しかしながら、ここで挙げた助剤以外に、もちろん、過炭酸ナトリウムの製造
のために公知の使用可能な、他の全ての助剤を添加してもよい。
【００１２】
本発明により、過炭酸ナトリウムを、被覆材料の成分の水溶液又は懸濁液である水性被覆
剤で、自体公知の方法で処理し、かつ被覆剤で処理した粒子を乾燥させることにより、被
覆材料で被覆された過炭酸ナトリウム粒子が製造される。その際、自体公知の方法で、ま
ず、水性被覆剤を粒子上に塗布し、かつ引き続き、被覆剤で塗布された粒子を乾燥させる
ようにして行なうか、又は同様に公知の方法で、水性被覆剤を、熱風を流通させた流動層
乾燥機中で、粒子上に噴霧することができ、その際、同時に乾燥が行なわれる。
【００１３】
本発明方法によれば、有利には、まず、水性被覆剤を、ミキサー中で、被覆すべき過炭酸
ナトリウム粒子上に塗布し、かつ引き続き、これを、特に流動層乾燥機中で乾燥させる。
有利には、過炭酸ナトリウム粒子上への水性被覆剤の塗布を、噴射（Ｗｕｒｆ－）－又は
遠心技術を有する高速回転ミキサー中で行なう。これは、被覆すべき物品上での水性被覆
剤の良好でかつ迅速な分配を保証し、かつそれにより、水性被覆剤の常圧塗布が可能にな
る。これは、水性被覆剤が懸濁液か、又は結晶化及び／又はかさぶた状化傾向のある溶液
である場合、殊に有利である。水性被覆剤の温度は、固体含有率に関連して変化させるこ
とができ、かつ有利には室温～６０℃の範囲である。この有利な変法において、比較的多
い量、すなわち１２重量％までの混合材料湿度（すなわち、１２重量％までの混合材料の
計算含水率）に相当する量を、本発明による被覆剤により、過炭酸ナトリウム粒子上へ、
混合材料の過剰湿潤（Ｕｅｂｅｒｆｅｕｃｈｔｕｎｇ）を生じることなく、塗布すること
ができる。このような高い混合材料湿度にもかかわらず、僅かな凝集物形成が起こるだけ
である。従って、本発明により、固有の被覆工程で、異例に多い量の被覆材料を、過炭酸
ナトリウム粒子上に塗布することも可能である。例えば、被覆剤によって導入される固体
含有率（≒被覆材料）は、湿潤混合材料の全固体含有率（≒過炭酸ナトリウム粒子＋被覆
材料）の７重量％までであってよい。水性被覆剤で処理した過炭酸ナトリウム粒子の乾燥
は、１．５重量％より少ない、特に０．８重量％より少ない残留含水率まで行なう。乾燥
は、５５～８５℃、特に６５～８０℃範囲の乾燥温度で実施することができる。所望に応
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じて、より多い量の被覆材料を過炭酸ナトリウム粒子上に塗布する被覆工程を、何度も繰
り返すことができる。
【００１４】
本発明による被覆法の特異な利点は、過炭酸ナトリウム粒子の被覆の際に明らかになるが
、その製造の際に、塩析のために場合により食塩を含有する反応混合物から晶出すること
により、過炭酸ナトリウム－結晶と共に、母液も得られる。結晶化工程からのこのような
過炭酸ナトリウム母液の残留固体含有率を基礎とすると、これらの母液を、被覆のために
使用すべき水性被覆剤用の基礎材料として使用することができ、かつ所望の固体含有率及
び炭酸ナトリウム／塩化ナトリウム比を有する本発明により使用可能な被覆材料に、炭酸
ナトリウム及び／又は塩化ナトリウムを添加することにより、後処理することができる。
過炭酸ナトリウムの塩析のために母液中に既に存在する食塩含有率は、一般的に、被覆材
料中で必要な塩化ナトリウム含有率を保証するのに十分なので、所望の炭酸ナトリウム含
有率の調節のために、例えば、炭酸ナトリウム／塩化ナトリウム－比少なくとも１：２を
有する殊に有利な被覆材料を製造するために、母液に、有利には炭酸ナトリウムのみを添
加すべきである。
【００１５】
母液を基礎材料として製造した水性被覆剤は、更に、最大２重量％までの残留活性酸素を
含有しうる。これにより、場合により、僅かな成分を、被覆物中に入れることができる。
【００１６】
過炭酸ナトリウムの被覆に適当な水性被覆剤を得るために、母液の固体含有率を、ソーダ
及び場合により食塩及び／又は更に過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤の添加により
、所望の量まで高めることは有利である。
【００１７】
水性被覆剤として、その組成において、過炭酸ナトリウムの製造に使用可能な塩化ナトリ
ウム、及び場合により過炭酸ナトリウム製造の際に慣例の助剤を含有する炭酸ナトリウム
水性懸濁液に相当する被覆材料含有懸濁液も、有利に使用することができる。このような
過炭酸ナトリウム懸濁液は、過炭酸ナトリウム製造時に、結晶化工程から得られる母液を
基礎として、これに、相応して、ソーダ及び場合により更に、過炭酸ナトリウムの製造の
際に慣例の助剤を添加することにより、有利に得られる。
【００１８】
従って、本発明による、被覆による過炭酸ナトリウムの安定化の際には、過炭酸ナトリウ
ム製造の際に既に使用した物質のみを使用する。過炭酸ナトリウム製造の際に、廃棄生成
物として生じる母液を、被覆のために一緒に使用することができるので、通常必要な母液
の廃棄物処理を十分に省くことができる。その組成において、過炭酸ナトリウム製造に使
用される出発ソーダ懸濁液に、相当する被覆剤を使用する際に、分離した被覆剤が製造さ
れず、かつ同じソーダ懸濁液を、過炭酸ナトリウムの製造用出発生成物として、かつ得ら
れた過炭酸ナトリウム用の被覆剤として使用することができることにより、更なる利点が
明らかになる。
【００１９】
本発明により被覆された過炭酸ナトリウム粒子は、貯蔵の際、慣例の洗剤成分を有する混
合物中で、良好な安定性を有し、かつ水中でのその溶解速度は、被覆により実質的に妨げ
られない。
【００２０】
【実施例】
次の例で本発明を更に詳述するが、これを限定するものではない。
【００２１】
次の例中で記載する水中への溶解速度を、自体公知の方法で、２ｌ－容器中で測定したが
、この容器は、長さ４２ｍｍ及び高さ１１ｍｍの２垂直撹拌翼を有する軸、及び１分間当
たり３５０回転の回転率を有するモーターを有する精鋼撹拌器を備え、かつモーターに固
定されているその軸は、ポリエチレンで絶縁されている。測定のために、物質２ｇを、１
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５℃の鉱物質除去した水１ｌ中に入れ、かつ撹拌した。溶かした物質の量を、溶液中での
導電率測定により測定した。
【００２２】
例中に記載した残留含水率は、自体公知の方法で、試料１０ｇを１００ｍｌ丸底フラスコ
中に計り入れ、かつ６０℃で２時間、５トル（Ｔｏｒｒ）の減圧下で乾燥させ、かつ引き
続き、重量減少を測ることにより測定した。
【００２３】
例１：過炭酸ナトリウムの被覆
混合容器（実験室ミキサー　Ｍ５Ｒ型、レーディゲ（Ｌｏｅｄｉｇｅ）社製）中に、炭酸
ナトリウム２．５ｋｇを装入した。２６０Ｕ／ｍｉｎの回転数で、次の、４０℃まで加温
した被覆液Ａ４６０ｇを添加した。
【００２４】
被覆水溶液Ａ：
ＮａＣｌ含量：　　　　　　　　　　　　２３０．６ｇ／ｌ
Ｎａ２ ＣＯ３ 含量：　　　　　　　　　　１１８．３ｇ／ｌ
固体含有率：　　　　　　　　　　　　　　２８．６重量％
濃度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２２ｇ／ｍｌ。
【００２５】
添加時間は１００秒であり、かつ混合物を６０秒の後混合の間、更に混合した。混合材料
は、１１．１重量％の湿度を有した。混合材料中に入れられた量の被覆剤の固体含有率は
、混合材料の全固体含有率に対して５重量％であった。
【００２６】
引き続き、湿った混合材料を、実験室－流動層乾燥機中で、７５～８０℃の排気温度で乾
燥させた。乾燥した被覆された過炭酸ナトリウム粒子が、次の特徴を有する流動性の乾燥
生成物として得られた：
活性酸素含有率：１３．０１重量％
残留含水率：１．１重量％
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物含有率：３．３重量％。
【００２７】
水中での溶解速度（２ｇ／ｌの濃度及び温度１５℃で測定）：２分後に９５重量％が溶け
た。
【００２８】
例２：過炭酸ナトリウムの被覆
例１に記載したように、過炭酸ナトリウム粒子２．５ｋｇを、被覆溶液Ａ２７０ｇと混合
した。混合材料は、７．０重量％の湿度を有した。混合材料中に入れられた量の被覆剤の
固体含有率は、混合材料の全固体含有率に対して３重量％であった。混合材料の乾燥後に
得られた流動性の乾燥生成物は、次の特徴を有した：
活性酸素含有率：１３．２９重量％、
残留含水率：０．９重量％、
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物含有率：０．９重量％。
【００２９】
水中での溶解速度（２ｇ／ｌの濃度及び温度１５℃で測定）：２分後に９６重量％。
【００３０】
例３：過炭酸ナトリウムの被覆
例１で記載した方法により、過炭酸ナトリウム２．５ｋｇを、次の被覆溶液Ｂ（温度２０
℃）４１７ｇと混合した。
【００３１】
被覆水溶液Ｂ：
ＮａＣｌ含量：　　　２３６ｇ／ｌ
Ｎａ２ ＣＯ３ 含量：　　　５９ｇ／ｌ

10

20

30

40

50

(6) JP 3579441 B2 2004.10.20



Ｈ２ Ｏ２ 含量：　　　１１．８ｇ／ｌ
固体含有率：　　　　　２５重量％
濃度：　　　　　１．１８ｇ／ｍｌ。
【００３２】
混合材料は、湿度１０．７重量％を有した。混合材料中に入れられた量の被覆剤の固体含
有率は、混合材料の全固体含有率に対して４重量％であった。
【００３３】
湿った混合材料の乾燥後に得られた、流動性の乾燥生成物は、次の特徴を有した：
活性酸素含有率：１３．１９重量％、
残留含水率：０．８３重量％、
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物含有率：３．１重量％。
【００３４】
水中での溶解速度（２ｇ／ｌの濃度及び温度１５℃で測定）：２分後に９６重量％が溶け
た。
【００３５】
例４：過炭酸ナトリウムの被覆
例１中に記載した方法により、過炭酸ナトリウム２．５ｋｇを、次の被覆懸濁液Ｃ（温度
２０℃）４３６ｇと混合した。
【００３６】
被覆水溶液Ｃ：
ＮａＣｌ含量：　　　　　　　　　　　　２３０ｇ／ｌ
Ｎａ２ ＣＯ３ 含量：　　　　　　　　　　２５０ｇ／ｌ
ヘキサメタリン酸ナトリウム含量：３ｇ／ｌ
固体含有率：　　　　　　　　　　　　　　３６６ｇ／懸濁液ｋｇ
濃度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．３２ｇ／ｍｌ。
【００３７】
混合材料は、湿度９．４重量％を有した。混合材料中に入れられた量の被覆剤の固体含有
率は、混合材料の全固体含有率に対して６重量％であった。
【００３８】
湿った混合材料の乾燥後に得られた流動性乾燥生成物は、次の特徴を有した：活性酸素含
有率：１３．０５重量％
残留含水率：０．７６重量％
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物含有率：２．３重量％。
【００３９】
水中での溶解速度（２ｇ／ｌの濃度及び温度１５℃で測定）：２分後に９６重量％。
【００４０】
例５：過炭酸ナトリウムの製造及び被覆
Ａ）過炭酸ナトリウムの製造
４５℃の温度で、水性ソーダ懸濁液（Ｉ）を製造した。これは、１ｌ当たり、炭酸ナトリ
ウム２５０ｇ、塩化ナトリウム２３０ｇ、ヘキサメタリン酸ナトリウム３ｇ及びＳｉＯ２

２．４ｇ／ｌに相当する量の水ガラス（ＳｉＯ２ ％：Ｎａ２ Ｏ％＝３．４を有する水ガラ
ス溶液からなる）を含有した。このソーダ懸濁液１ｌ及び、Ｈ２ Ｏ２ ９０２ｇ及び１－ヒ
ドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸２ｇを含有する過酸化水素水溶液０．１３４ｌを
、ＮａＣｌ２３０ｇ／ｌを含有する塩化ナトリウム水溶液４００ｍｌに滴加した。この際
、ソーダ懸濁液及び過酸化水素溶液の添加は、反応混合物中で、炭酸ナトリウム対過酸化
水素のモル比が１．１～１．４を保持するように調節した。反応の間、温度を約１７℃に
保った。
【００４１】
添加終了後に、反応混合物に、更に、ＳｉＯ２ ２ｇに相当する量の水ガラス溶液を添加し
、かつ形成された過炭酸ナトリウム懸濁液を１０℃まで冷却した。引き続き、結晶を分離
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した。残った母液は、１ｌ当たり、炭酸ナトリウム６９ｇ、塩化ナトリウム１８０ｇ、Ｓ
ｉＯ２ ０．０６ｇ、リン０．０４ｇ並びに活性酸素１．３ｇを含有し、かつ濃度１．１８
ｋｇ／ｌを有した。
【００４２】
Ｂ）被覆剤の製造
方法工程Ａ）で得られた母液を、被覆剤用の基礎材料として使用した。この際、更なる量
の固体の添加により、炭酸ナトリウム２５０ｇ／ｌ、塩化ナトリウム２３０ｇ／ｌ、ヘキ
サメタリン酸ナトリウム３ｇ／ｌ並びにＳｉＯ２ （水ガラスの形）２．４ｇ／ｌの含量に
調節した。こうして得られた懸濁液の濃度は約１．３２ｋｇ／ｌであり、固体含有率は３
６９ｇ／ｋｇであった。従って、この被覆剤は、その組成において、過炭酸ナトリウムの
製造のために使用可能なソーダ懸濁液に相当する。
【００４３】
Ｃ）過炭酸ナトリウムの被覆
例１に記載した方法により、過炭酸ナトリウム２．５ｋｇを、方法工程Ｂ）で製造し、４
５℃まで加温した被覆剤４３２ｇと混合した。混合材料は、湿度９．３重量％を有した。
混合材料中に入れられた量の被覆剤の固体含有率は、混合材料の全固体含有率に対して６
重量％であった。
【００４４】
湿った混合材料の乾燥後に得られた、流動性の乾燥生成物は、次の特徴を有した：
活性酸素含有率：１３．１５重量％
残留含水率：０．１５重量％
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物含有率：０．４重量％。
【００４５】
水中での溶解速度（濃度２ｇ／ｌ及び温度１５℃で測定）：２分後に９６重量％溶けた。
【００４６】
例６：過炭酸ナトリウムの被覆
例１に記載した方法により、過炭酸ナトリウム２．５ｋｇを、次の被覆懸濁液Ｄ（温度４
５℃）４３６ｇと混合した。
【００４７】
被覆水溶液Ｄ：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
混合材料は、湿度９．４重量％を有した。混合材料中に入れられた量の被覆剤の固体含有
率は、混合材料の全固体含有率に対して６重量％であった。
【００４９】
湿潤混合材料の乾燥後に得られた、流動性乾燥生成物は、次の特徴を有した：
活性酸素含有率：１３．２０重量％
残留含水率：０．５重量％
凝集物形成：１０００μより大きい直径を有する凝集物の含有率：２．３重量％。
【００５０】
水中での溶解速度（濃度２ｇ／ｌ及び温度１５℃で測定）：２分後に９９重量％が溶けた
。
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【００５１】
例Ｉ：安定化試験
洗剤内容物の存在下での被覆された過炭酸ナトリウム粒子の安定化を試験するために、前
記例で製造した被覆された過炭酸ナトリウム粒子、並びに比較のために、更に、被覆され
ていない過炭酸ナトリウムを、それぞれ、市販のゼオライト含有コンパクト洗剤の基礎粉
末中に、活性酸素２重量％（得られた全混合物に対して）に相当する量で入れた。引き続
き、これらの全混合物に関して、４０℃で、活性酸素喪失を伴って現われる過炭酸塩の分
解を、それと結ぶ付く熱流（μＷ／ｇ）をミクロ熱量計（Ｍｉｋｒｏｋａｌｏｒｉｍｅｔ
ｅｒ）で測ることにより測定した。この際、高い熱流は、高い分解率に相当する。
【００５２】
結果を、次の表中に記載するが、本発明により被覆された過炭酸ナトリウムは極端に僅か
な分解率しか有さず、かつ洗剤内容物と非常に良好に相容性であることを示す。
【００５３】
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